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ご使用方法（つづき）ご使用方法（つづき）

段差を乗り越える

◦ 5cm以上の段差を乗り越え
ない。

※後方転倒のおそれがあり、
大変危険です。

◦段差の前では一旦停止する。
※フレームおよびキャスタが 

破損するおそれがあります。

警告

■自走で乗り越える

1.	 段差の前で一旦停止します。

2.	 段差に対してキャスタを直角にあてます。

3.	 深く座っている状態で身体を前傾させ、ハンド
リムを強くこいで、前進します。

■介助者がいる場合の乗り越え　

1.	 段差の前で一旦停止します。

2.	 ティッピングレバーを踏みながら、押手を後方へ
引き、キャスタを上げます。

3.	 キャスタを上げた状態で前進し、段差を乗り越え
ます。
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ご使用方法（つづき）

階段を下りる・上がる

危険
◦車いすを持ち上げる場合、駐車用ブレーキを
かけ、固定されているフレーム
をしっかり支える。

※転倒・転落のおそれがあり
大変危険です。

■階段を上がる

1.	 駐車用ブレーキをかけ、左右の車輪をロック　
します。　
※８ページをご参照ください。

2.	 固定されているフレームを持ち上げます。

3.	 階段にフットプレートが当たらないように注意
しながら上ります。

■階段を下りる

1.	 駐車用ブレーキをかけ、左右の車輪をロック　
します。
※８ページをご参照ください。

2. 固定されているフレームを持ち上げます。

3. 車いすを水平に保った状態で下ります。

◦車いすを持ち上げる場合、使用者を支え
たまま、必ず 4人以上でフレームを持ち
上げる。

※無理に持ち上げると介助者
も巻き込んで転倒するおそ
れがあります。

2.

1. 1.

2.
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保管方法

警告
◦下記のようなところに車いすや部品を放置
しない。	

・車道に近いところ
・人通りの多いところ
・湿気の多いところ
・路面に段差や凸凹のあるところ
・海沿いの屋外 ( 潮風の当たるところ )
・雨、風のあたるところ
・ほこりの多いところ
・坂道
・非常口、消火器、消火栓の前
・暑い日や寒い日の戸外
・直射日光の当たるところ（車内も含む）
・子供がいたずらをするおそれのある　

ところ
・ストーブなど火気を使用し高温になる

ところ
※事故やサビ・破損の原因になります。

車いすは、お手入れ後、安全な場所に保管してください。また、保管の際は必ず車いすを立てた状態にして
保管してください。倒した状態で保管すると車軸やフレームが破損するおそれがあります。

■長期保管について
長期間保管すると、未使用でも部品が劣化しているおそれがあります。使用前点検（7 ページ）を実施して、
必要があれば部品を交換してから使用してください。
また長期間駐車用ブレーキをかけたまま放置した場合、ブレーキによるタイヤの凹みが発生するおそれ
があります。一度変形したタイヤは、回復困難であるため、保管時は駐車用ブレーキをかけずタイヤ止めな
どを使用してください。

ご使用方法（つづき）



19

各部の調整方法

締まる

緩む

注意
◦フットプレートと地面と
の隙間が 5cm 以下になる
ような調整はしない。

※フットプレートが障害物
にぶつかり、破損するお
それがあります。

◦フットサポートの高さ調整後は、フットサ
ポートがしっかりとフレームに固定されて
いることを確認する。

※固定が不十分な場合、不意にフットサポート
が動き、転倒のおそれがあります。

1.	 駐車用ブレーキをかけ、左右の車輪をロックし
ます。
※８ページをご参照ください。

アドバイス
ケガ防止の為、作業するときは薄手の手袋を着用
してください。

アドバイス
フットサポートが固くて動かない場合は、下図
のように車いすを倒し、プラスチックハンマー
等でボルト頭を叩いてください。

2.	 片側の手でフットサポートを支えながら、もう
一方の手で付属の工具を使って、フットサポート
先端のボルトをゆっくりゆるめます。
（半～ 1周ほど回すとフットサポートが動きます。
ゆるめすぎると固定しにくくなります。）

3.	 適当な高さにあわせ、ボルトを締めます。

アドバイス
太ももが床面と水平になる高さを目安に調整し
てください。

フットサポートの高さを調整する
フットサポートを適切な高さに調整することで、
使用者の座位が安定したり、体圧分散効果があります。
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お手入れの仕方

警告
◦ブレーキ部品には絶対に注油しない。
※ブレーキ力が低下し、重大な事故につな

がるおそれがあります。

点検項目 点検内容 点検者 年月日 点検者 年月日
装着品の確認 レッグサポートは装着されていますか
車輪 空気圧は 490kPa ですか

取り付け部の緩み、損傷、摩耗はありませんか
タイヤバルブセットに緩み、損傷はありませんか
キズ、ひび割れはありませんか
異物が刺さっていませんか
スムーズに回転しますか
車輪を回転させたとき、タイヤに振れはありませんか

キャスタ しっかり固定されていますか
キャスタ輪はしっかり固定されていますか
キズ、ひび割れはありませんか
異物が刺さっていませんか
スムーズに回転しますか

駐車用
ブレーキ

車輪はしっかりと止まりますか
取付部が緩んでいませんか
効きに左右差はありませんか

介助
ブレーキ

（介助ブレーキ付き
のみ）

車輪はしっかりと止まりますか
介助ブレーキの取付部が緩んでいませんか
効きに左右差はありませんか
ブレーキワイヤに切れ、ほつれはありませんか
ブレーキワイヤにサビはありませんか

アーム
サポート

肘当てにガタはありませんか
肘当てのネジは緩んでいませんか
肘当てにキズや亀裂はありませんか

フット・
レッグ
サポート

フットサポートはしっかり固定されていますか
フットプレートが自重で落下しませんか
フットプレートにキズや割れはありませんか

シート
・シートベルト

著しいたるみはありませんか
ネジは緩んでいませんか
やぶれ・ほつれはありませんか
シートベルトの面ファスナーにほこりやゴミがたまっていませんか

全体 各部にガタつきはありませんか
ボルト・ナットが緩んでいませんか
押手は背折れ金具のスライドピンでしっかり固定できていますか
異音はありませんか
両車輪と両キャスタは全て地面に接地していますか
まっすぐ走行しますか
折りたたみはスムーズに行えますか

　

定期点検
安全に使用して頂くためにご自身または取扱店で
定期的に点検をして頂きますようお願いします。
長期間使用されなかった場合もリスト内の点検をし
てください。点検後、必要に応じて部品交換または
各部調整をしてからご使用ください。また点検後に
異常が見つかった場合は、使用を止めて必ず取扱店
にご連絡ください。
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注意

■金属部品（主フレーム）
主フレームなどの金属部やスポークは、乾いた布でよく汚れを落として拭き取ってください。凹凸のある
部分の汚れ、頑固にこびり付いた汚れには、市販の中性洗剤をご使用ください。汚れを除去した後は　
きれいな水で仕上げ拭きを行い、乾かしてください。

■樹脂（プラスチック）部品
樹脂部品には、市販の中性洗剤をご使用ください。

■シート類
ぬるま湯で湿らせた布巾でシートの汚れを拭き取り、きれいな水で仕上げ拭きを行った後、しっかりと　
乾かしてください。
面ファスナーに糸くず、汚れなどが付いたときは取り除いてください。取り除かないと、接着力が弱まり、
衝撃を受けた際に転落事故の原因となります。
＜汚れがひどいとき＞

・	汚れがとれにくい場合は、中性洗剤を用いてください。その後、乾燥させてください。
・	しみは、スポンジまたは柔らかいブラシを用いて取り除いてください。
・	洗濯機、乾燥機の使用は避けてください。

■タイヤやゴム製部品
水を含ませ強く絞った布で拭いてください。

清掃する
安全に使用して頂くためにご自身または取扱店で定期的に清掃してください。

◦中性洗剤以外を使用しない。
※変質・変色・傷みの原因となります。
◦たわし、みがき粉および硬いブラシは使用
しない。	

※傷みの原因となります。

◦熱湯やオゾンで洗浄しない。
※故障・変質・変色・変形の原因となります。

　お手入れの仕方（つづき）
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症状 確認事項 対応

車輪およびキャスタがスムーズ
に回転しない

車輪の回転中心に髪の毛などが絡
まっていませんか？あるいはシート
ベルトやワイヤが車輪に干渉して
いませんか？

絡まっている場合や干渉している部品がある場合は
除去してください。

車輪あたりから異音がする 車輪の回転中心に髪の毛などが絡
まっていませんか？あるいはシート
ベルトやワイヤが車輪に干渉して
いませんか？

絡まっている場合や干渉している部品がある場合は
除去してください。

押手が固定されない 背折れ金具にシートを挟んでいま
せんか？

シートを挟んでいる場合は、かみこんでいる箇所を
除去してください。

駐車用ブレーキが効かない 空気圧は 490kPa( 指で押すと指が
押し戻される程度の強さ ) になって
いますか？

空気が少ない場合は空気入れで空気を入れてください。

タイヤの空気がすぐ抜ける バルブを一度取り外し、虫ゴムを
確認してください。ゴムは劣化し
てませんか？

劣化している場合は虫ゴムの交換が必要です。販売
店にご相談ください。

虫ゴムに問題がない場合でも、1 日
程度放置しただけで空気が抜けて
いませんか？

空気が抜ける場合はチューブが破損している可能性
があります。販売店にご相談ください。

介助ブレーキの効きが甘い
（介助ブレーキ付きのみ）

介助ブレーキレバーを握った際に
押手グリップに介助ブレーキレバー
が接触していませんか？

ワイヤがのびている可能性があります。取扱店にご
相談ください。

車いすがひらかない ワイヤ・シートベルトがフレーム
や背折れレバー等に引っかかって
いませんか？

引っかかっている部分がある場合は除去してください。

〈部品交換の目安〉

シート キャスタ 車輪

著しいたるみ 接地面が広い トレッドパターンが薄い

故障かな？と思ったら
車いすを使用されていて “ おかしいな “ と思ったら下表をご確認ください。
表以外の異常が発生した場合はそれ以上使用せず、取扱店にご相談ください。
車いすを使用する前に各部の安全確認を行ってください。

　お手入れの仕方（つづき）



仕様
各部寸法	     

品名・名称 KAC-N32 KAC-NB32
座幅 32

前座高 37
後座高 35

フットサポート・シート間距離 30 ～
シート奥行 33

バックサポート高 32
アームサポート高 19

全高　　   87.5
折りたたみ時 60

全幅　　　　   55.5 56.5
折りたたみ時 31 32

全長 95
折りたたみ時 94

重量 (kg) 12.2 13.2

各部仕様
品名・名称 KAC-N32 KAC-NB32

フレーム 標準式フレーム　平面式クロス
折りたたみ方式 背折れ式左右折りたたみ
フレームカラー レッド・イエロー

後輪 20㏌エアノーマル式 20㏌エアバンド式
タイヤ 20 × 1 3/8 エアタイヤ

ハンドリム 20㏌波型・黒 ( 樹脂 )
キャスタ ５インチ　ニューソフト　パッキン式

キャスタ輪 5 インチ　ニューソフトキャスタ車輪
ヨーク 5 インチ　パッキン式樹脂ヨーク　

バックサポート 調整なしシート（黒）
シート 調整なしシート（黒）
シートベルト 面ファスナー黒
アームサポート 固定式

肘当て E. ショートパッド　
フット・レッグサポート 固定式

フットプレート p. 黒
   レッグサポート 足ベルト　黒

駐車用ブレーキ A. ミニ駐車ブレーキ（前後式）
にぎり 黒色

介助ブレーキ ー バンド式
ハンドグリップ ねじ止め式　黒
SG マーク　　　　　　　　 ー
JIS マーク ―

※記載の寸法や重量は設計値であり、実際の車体とは多少誤差がある場合があります。
（cm)   

23
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メモ
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メモ



廃棄する場合
製品を廃棄する場合は、各自治体の取決めに従ってください。

■本社
〒 651-2411 兵庫県神戸市西区上新地 3-9-1	 TEL078-969-2800

■東京サービスセンター
〒 110-0013 東京都台東区入谷 1-8-3	 TEL03-3874-3511

■名古屋サービスセンター
〒 487-0027 愛知県春日井市松本町 1-3-11	 TEL0568-52-4800

■本店サービスセンター
〒 651-2411 兵庫県神戸市西区上新地 3-9-1	 TEL078-969-2800

■福岡サービスセンター
〒 819-0055 福岡県福岡市西区生の松原１-18-3	 TEL092-882-4722

●�修理・お手入れ・お取扱いなど、本書を読んでもわからないときは、製品の使用を中止し、お買い上げ
いただいた取扱店へお問い合わせください。

●転居や贈答品などでお困りの場合は、製品名・品番をご確認の上、上記連絡先へご相談ください。
●本書に記載の意匠、仕様および部品は性能向上の為に一部予告なく変更することがあります。

連絡先
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保証規定
1.	 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書きに従った正常な使用状態で、お買い上げ日より 1 年以内

に故障した場合は無償修理または交換いたします。 
（下記記載の消耗部品および交換部品は含みません。）

・キャスタ	 ・シート類	 ・ワイヤ 
・フットプレート	 ・バンドブレーキカバー	 ・肘当て 
・車輪（タイヤ、チューブ、虫ゴムなど）

2.	 無償保証期間内に故障して修理を受ける場合は、お買い上げ頂いた取扱店へご連絡ください。
3.	 無償保証期間内でも次の場合には保証適用除外となります。

イ )	 ご使用による消耗および取扱不注意による破損　
	 例：タイヤの摩耗およびパンク、ワイヤ、シートの破損等
ロ )	 地震、台風、水害などの天災および事故、火災による焼失・破損
ハ )	 お取扱の不注意、操作未熟ならびに故意または過失など誤って使用されたことによる破損
ニ )	 保全上の不備および弊社以外で行った修理や改造等による破損
ホ )	 弊社が指定する純正部品以外のパーツ等の使用により発生した破損　
ヘ )	 一般に車いすが走行しない場所、または特殊な状態での使用による破損
ト )	 製品本来の使用目的にそぐわない使用による故障および破損
チ )	 日本国外でご使用の場合　
リ )	 保証書の提示がない場合

4.	 保証書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。
5.	 補修用性能部品は、製造打ち切り後 5 年保有しています。性能部品とは、その製品の機能を維持

するために必要な部品です。
6.	 保証書にご記入頂いた個人情報は、保証期間内のサービス活動及びその後の安全点検の為に記載

内容を利用させて頂く場合がございますので、ご了承ください。

保証書

製造販売元 株式会社カワムラサイクル
〒 651-2411 兵庫県神戸市西区上新地 3-9-1　TEL078-969-2800

製品名	 　　KAC シリーズ　　

品番	 　　　　　　　　　　　　　

お客様名	 　　　　　　　　　　　　　様

ご住所　〒

TEL（　　　）　　　　-

取扱店名	 　　　　　　　　　　　　　㊞　

ご住所　〒

TEL（　　　）　　　　-
　
お買い上げ日　　　　年　　　月　　　日

（保証期間は上記より 1 年間）

一度使用された製品は、原則としてお取替えできません。
お問い合わせは、お買い上げいただいた取扱店へお申し付けください。

サンプルサンプル


